
一
、
復
興
祈
願
祭
を
行
う

日
時

九
月
十
日
午
前
十
時

場

所

神

明

宮

て

防
火
思
想
普
及
宣
伝
に
つ

と
め
る
。

一
、
消
防
演
習
実
施

て

九

月
十
日
午
前
七
時
と
午

後
八
時
に
サ

イ
レ
ン

を
鳴
ら

す。

な
い
九
月
十
目

。
ま
た
と
あ
っ
て
は
な

ら
ぬ
あ
の
大
災
害
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台
風
の

シ
ー
ズ
ン
で

す
。
被
害
を
で
き
る

だ
け
軽
く
す
ま
せ
る

た
め
に
お
互
が
注
意

し

ま

し

ょ

う

。

換
地
答
申
は
六
十
一
ブ
ロ
ッ
ク

十
五
名
の
審
議
会
委
員
は
昭

一

和
三
十
二
年
一
月

二
十
一
日

一

地
主
十
名
、
借
地
権
者
三
名

一

学
識
経
験
者
二
名
を
そ
れ
ぞ

一

れ
選
出
し
、
一
月
二
十
五
日

一

に
第
一
回
審
議
会
を
招
集
し

「
魚
津
市
都
市
計
画
火
災
復

充
分
意
議
あ
る
日
と
す
る
た

め
次
の
事
項
に
協
力
願
い
ま
す

て

火
な
し
夕
食

二
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

九
月
十
日
は
平
日
の
時
報
の

ほ
か
朝
の
七
時
と
夜
の
八
時

の
二

回
、
サ
イ
レ

ン
を
一

分

間
吹
鳴
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン

を
お
持
ち
の
会
社

①鴨川の復旧工事 ①新設道路につぎつぎと立並ぶ住宅(沖田区〉

①区画整理街路の工事 ④基礎コ ンクリート工事中の村木小学校建築現場

可キ':~~手

興
土
地
区
画
整
理
事
業
仮
換

地
の
指
定
に

つ
い
て
」
受
託

者
富
山
県
知
事
か
ら
七
十
六

プ
ロ

ッ
タ
が
諮
問
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

委
員
は
催
災
者
に
直
接
、
間

接
利
害
関
係
に
大
き
い
責
任

を
負
っ
て
選
出
さ
れ
、
そ
の

た
め
換
地
、
そ
の
他
土
地
区

画
整
理
事
業
の
認
識
を
高
め

る
た
め
、
先
進
地
で
あ
る
大

館
、
能
代
両
市
の
状
況
、
関

係
問
題
に
つ
い
て
視
察
し、

今
後
の
当
市
の
事
業
を
進
め

る
上
に
参
考
に
な
る
点
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
委

員
会
は
公
式
招
集
三
十
数
回

非
公
式
四
十
余

回

に
の
ぼ

り
、
慎
重
に
審
議
が
続
け
ら

れ
、
現
在
ま
で
七
十
六
プ
ロ

ッ
タ
の
う
ち

六
土
プ
ロ
ッ
ク

が
答
申
を
完
了
し
ま
し
た
。

写
真
上
は
復
興
さ
れ
て
行

く
住
宅

群

(
村
木
附
近
)

下
は
大
火
当
夜
避
難
す
広

，
市
民
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ちにたらきたた し し五 ー 商 、のけ二はり月
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あついせらず土灰災坪五街る風風の折火日
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い次消りけ祈記月よす度うしるう 街りにり
意 の防 を い願 念十うこ.となか 。とが 、よ
義 行 演 さけ祭 日日 願 .と く 惨 し 1 生今 つ も
あ 事習さ ん を とを いの り禍こ レ まやてり
る をな vずな 行 し復 、なかをの てれ見苦あ
日行ど 叉 祈い 、興九いえニよ いよちし が

カ2さる
え が復
る 孟興
よ不の
う り 芯
な 切 なた

ーに
と、す

す九 る
る 月 こ
こイー と
と日・に
o ~ ・ な

り
ま
し
た

防復
火 興
運記
動念
日
の

二
度
と
大
火
を
く
り
か
え
す
ま
い

工
場
で
は、

こ
れ
に
呼
応
し

て
吹
鳴
に
御
協
力
下
さ
い
。

年
聞
を
回
顧
し
て

一
夜
に
し
て
焦
土
と
化
し
た
火

一協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

災
地
も
一
年
を
迎
え
、
本
建
築

一
す
。
そ
こ
で
こ
の
一
年
間
ど
の

家
屋
も
ぞ
く
ぞ
ぐ
立
ち
並
び、

一
よ
う
に
復
興
さ
れ
た
か
を
ふ
り

街
路
、
水
路
も
次
々
と
で
き
あ

一
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う。

が
り
、
一

億
八
千
余
万
円
に

の
一

ぼ
る
ほ
う
大
な
都
市
計
画
復
興

一

事
業
が‘

槌
音
高
ら
か
に
続
け

一

ら
れ
て
い
る
。
大
魚
津
市
建
設

一

の
た
め
、

市
民

一
丸
と
な
っ
て

一

一
日
も
早
く
完
遂

す

る

よ

う

村
木
小
学
校
復

旧
工
事

(写真)

村
木
小
学
校
災
害
復
旧
工
事

は
、
去
る
七
月
十
三
日
に
安
原

築
基
準
法

の

建

設

株

式

会

社

と

請
負
契
約
を

適

用

に

ょ

っ

締

結

し、

七
月
三
十
一
日
地
鎮

て
本
建
築
禁

祭
が
行
わ
れ
、
い
よ
/

¥
建
築

止
令
を
公
布

す
る
こ
と
円

一
工
事
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
o

rだ
し
応
急

一

総
工
費
は
七
千
三
百
六
十
四

仮
設
建
物
は

一
余
万
円
、

建
物
面
積
は
約
一
、

建
坪
十
二
坪

一三

六
一
坪
で
あ
り
、
現
在
基
礎

脂
綿
十
五
坪

一

ま
で
許
可
し

一
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
竣
工
率
は

こ
れ
に
は
都

一
約
七

O
%
で
、
連
日
八

O
名
の

市
計
画
事
唯
一木

一
人
夫
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

施
行
の
場
合

り
ま
す
。
来
春
山
月
完
成
の
予

は
無
償
移
伝

の
条
件
付

ι

マ
定
で
す
。

し
承
認
し
た
。

区
の
決
定
、
続
い
て
十
一

月

了

l

l

i

l

i

-

-

…
区
域

内

か

符

除

制

一

一

二
士
一

日
総
事
業
費
一
億
八

一

二
条
の
規
定
に
も
と
ず
き
、

，

m配
十
町
一L
比
一円
:り

.1附
網

千
七
百
山
十
一
八
万
円
で
認
可

ト

昭
和
三
十

一
年
十
月
二
十
四

Jeh
c

-

日
次
の
よ
う
に
市
議
会
の
承

に
つ
い
て
は
建
設
省
、
県
、

一-

市
関
係
当
局
の
聞
で
実
状
調

一一
火
炎
緩
焼
却
の
・
設
置
:
…

一

認
を
得
ま
し

に。

市
施
工
て
事
と
し
て
は
、

査
の
上
、
魚
津
都
市
計
画
街

一

そ
こ
で
直
ち
に
市
役
所
内
に

一

路
網
の
全
面
的
変
更
を
断
行

一

火
災
復
興
部

(
区
画
整
理
課

一

補
助
街
路
の
築
造
、
水
路

す
る
こ
と
に
決
定
し、

富
山

一

建
築
課
)
を
設
け
現
形
測
量

一

日
伺
四
十
一一一一
括

間
協

県
都
市
計
画
審
議
会
に
附
議

一

を
開
始
し
た
。

一

道
路
の
築
造

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
議
決
と

一

こ
の
火
災
復
興
事
唯
一木
の
主
体

一

県
委
託
工
事
と
し
て
は
、

な
り
、
昭
和
三
十
一
年
九
月

一

は
市
施
行
か
県
施
行
か
に
つ

一

幹
線
街
路
の
築
造
、
換
地

二
十
六
日
に
魚
津
都
市
計
画

一

い
て
は
い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ

一

計
画
、
建
築
物
の
移
転
工

火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
地

一

た
が
、
地
方
自
治
法
第
二
五

一

事

都
市
復
興
計
画
事
業

一

事
業
費
一
億
八
千
余
万
円

一

焼
失
区
域
の
土
地
の
状
態
を

一

つ
く
り
交
通
、
経
済
、
防
火

一

一

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ

一

そ
の
他
社
会
生
活
上
多
く
の

一

一

と
は
、
秩
序
の
な
い
市
街
を

一

へ
い
害
を
生
ず
る
こ
と
が
必

一

歪
で
あ
る
の
で
、
合
理
的
な

腔
の
感
謝
を
表
す
る
次
第
で
あ

寺
町
、
神
明
町
、
金
屋
町
に
わ
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。
墓
地
に

村ム

都
市
の
公
共
施
設
を
そ
な
え

り
ま
す
o

た
り
路
線
式
防
火
建
築
帯
の
指

つ
き
ま
し
て
は
、
市
街
地
か
ら
は
、

市
民
の
福
祉
と
都
市
の
発
展

市
と
致
し
ま
し
て
は
、
こ
の
火

定
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
近
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
大
光
寺

万町

災
を
転
機
と
致
し
ま
し
て
、
本
代
的
耐
火
性
連
鎖
盾
舗
の
建
設
地
内
の
見
晴
し
の
よ
い
丘
陵
地
平
山

を
期
す
る
こ
と
、
そ
し
て
再

市
将
来
の
大
計
を
た
て
、
近
代
を
す
す
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
に
約
一
万
坪
を
予
定
し、

こ
こ
校
A

び
こ
の
よ
う
な
災
害
を
く
り

的
魚
津
市
を
建
設
す
る
た
め
都
す
が
、
こ
れ
は
篠
田
仰
な
こ
と
で
に
公
園
墓
地
を
建
設
す
ベ
く
、

講

叫

か

え

さ

ぬ

よ

う
根
本
的
対
策

市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
を
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
地
元
着
々
工
事
を
進
め
て
い
る
現
状
こ
h

と
し
て
都
市
計
画
法
令
を
適

県
と
市
が
一
体
と
な
り
、
一
億
関
係
者
の
一
段
の
奮
起
を
こ
の
で
あ
り
ま
す
。
住
宅
対
策
と
い
た
九

ial
ai
-
f

主

用

し

て

計
画
と
実
施
の
基
盤

ーミ
虫
色
ぬ

q
a
Z
4部
電
J白

f

-

J

1

ど

t

民
畿
織
機
織
機

p

hpfV一一三
Ji
J
VV
-1-ぺ

EU一一一一mw…
7rw…
何
ー

を
つ
く
っ

て
急
速
に
実
施
に

除
機
感
機
溢
，

G
，

Jι
LUr-一日白書閣
へ

ふ

veJ
し
一

う
つ
し
、
ま
た
そ
の
上
に
建

一

議
遡
謬総
議
翻
鱒

E
E恥

3
3

・
L
V
寄
目
首
』

'
'
L、

こ

一

勝
機
機
関
髄

i
f
、」ト
J
J
e
川

AA--、
五

築
基
準
法
令
に
基
く
建
築
行

一

銭

際

機

麟
議

監

圃

司

斤

一

℃

均

邦

」
3
主

食

¥

つ

ザ

政

の

見
地
か
ら
先
づ

一

越道
灘
選
越
遡
・
・
司
辺
ふ
l
Q
者

一け
副
知
き
配
♂

一

議
議
織
灘
懇
機
織
悩
圃

司

-
.

，

l

;

-J
J

l

、

か
p

①
魚
津
都
市
計
画
街
路
網
の
再

一

点
綴
線
機
綴
繁
司

市

長

寺

田

太

士
口

わ

山

検
討

一

八
千
七
百
余
万
円
に
達
す
る
事

際
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
た
し
ま
し
て
は
、
災
害
公
営
住
る
w

①
こ
れ
と
併
行
し
て
火
災
復
興

一

業
を
三
ヶ
年
計
画
の
予
定
で
進

す

。

宅
、
融
資
住
宅
、
分
譲
住

宅

等

御

閣

の

た

め
都
市
計
画
土
地
区
画

一

め
て
お
り
、
関
係
市
民
の
理
解

区
画
整
理
事
業
実
施
に
と
も
な
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
三

十

底
ー

あ
る
協
力
に
よ
り
ま
し
て
一

意

い
神
社
、

寺
院
、
墓
地
移
転
の
一
年
度
分
と
し
て
道
下
、
経
由

ほぷ

整
理
区
域
を
決
定
す
る
こ
と

事
業
の
進
捗
に
努
力
を
致
し
て
難
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
市

の

地

区
に
災
害
公
営
住
宅
二
百
戸
駅

ω都
市
計
画
法
第
十
三
条
の
適

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
抜

将
来
の
発
展
と
を
に
ら
み
合
せ
を
完
成
し
、
昭
和
三
十
二
年
度
ベ

γ

用
に
よ
っ
て
火
災
復
興
土
地

本
的
対
策
と
致
し
ま
し
て
不

燃

て

、
関
係
者
の
理
解
あ
る
協
力
に
お
い
て
更
に
百
八
十
五
戸
の

f
u

区
画
整
理
を
急
速
に
実
施
す

都
市
建
設
の
計
画
を
樹
て
ま
し

を
切
に
お
願
い
致
し
、
す
み

や

災
害
公
営
住
宅
を
建
設
す
る
予
力
ι

て
、
市
の
中
心
街
で
あ
る
真
成
か
に
こ
れ
が
実
現
を
期
し
た

い

定

で

あ

り

ま

す

口

あ

h

る
@
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
建

一
九
月
十
日
は
本
市
に

…
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と

一
の
で
き
な
い
日
で
あ

…
り
ま
す
。
顧
み
れ

一
ば
、
昨
年
市
街
地
を

一
一
瞬
に
し
て
灰
燈
に

一
き
し
た
本
市
未
曽
有

一
の
大
災
害
を
蒙
っ
た

一
の
で
あ
り
ま
す
が
、

一
躍
災
者
は
揮
身
の
勇

一を
奮
っ
て
復
興
に
立

一
ち
上
る
と
と
も
に
、

ん
市
民
各
位
の
深
い
理

一解
と
協
力
に
よ
り
ま

一し
て
雄
々

し
く
復
興

…
に
向
っ
て
逝
進
す
る

一
こ
と
が
で
き
得
ま
す

一
こ
と
は
、
誠
に
心
強

…く
、
こ
こ
に
復
興
一

一周
年
を
迎
え
る
に
め

し
た
り
、
関
係
市
民
に

深
甚
な
る
敬
意
と
満
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公
園
墓
地

整
地
工
事
進
む

火
災
復
興
区
画
整
理
地
区
内

に
は
焼
失
寺
院

七

を

か

ぞ

え
、
寺
院
の
抱
え
て
い
る
墓

地
面
積
は

て

六

O
O坪
あ

り
、
こ
れ
ら
と
裸
墓
地
面
積

を
合
せ
る
と
一
一
、
三
百
余
坪

に
及
び
、
墓
碑
の
数
は
一
、

五
七
九
基
に
も
の
ぼ
り
ま

す
。
墓
碑
の
内
に
は
街
路
や

換
地
の
た
め
移
転
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
六
六

二
基
も
あ
り
、
既
に
一

0
0

余
基
一
は
取
こ
わ
し
を
完
了
し

ま
し
た
。

一
方
こ
れ
を
収
容
す
る
敷
地

と
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て
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の
東
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約
二
粁
の

地
に
前
方
に
富

山

湾

を

望

み
、
後
方
に
立
山
連
峯
を
負
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っ
た
丘
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二
二
、
四
五

六
坪
の
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浄
閑
寂
な
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を
も
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、
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年
三
月
三
十
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日

既
に
都
市
計
画
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津
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苑
計

画
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に
同
事
業
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定
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指
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指
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さ
き
に
市
議
会
に
お
い
て
も
防

一
す
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火
建
築
帯
の
設
定
の
件
を
議
決

一

こ
の
防
火
建
築
帯
の
指
定
を

し、

積
極
的
に
耐
火
建
築
の
建

一
受
け
た
区
域
内
は
も
ち
ろ

ん
木

築
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
り
、

一
造
建
築
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

一
方
建
設
大
臣
よ
り
八
月
十
五

一
っ
て
お
り
ま
す
。
防
火
建
築
帯

日
付
魚
津
市
の
防
火
建
築
帯
の

一
の
耐
火
建
築
は
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要
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に
も

指
定
を
受
け
た
で

の
あ
り
ま
す

一
と
ず
く
都
市
不
燃
化
の
一

環
と

こ
の
防
火
建
築
帯
に
建
築
す

一
し
て
耐
火
建
築
を
促
進
す
る
の

る
耐
火
建
築
物
の
補
助
対
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と

一
で
、
こ
の
耐
火
建
築
の
工
事
に

な
る
範
囲
は
、
道
路
境
界
よ
り

一
際
し
、
工
事
に
支
障
の
な
い
よ

奥
行
十
一
メ
ー
ト
ル
の
線
内
で

一
う
是
非
地
元
関
係
各
位
の
御
理

三
階
建
ま
た
は
三
階
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増
築
予

一
解
と
御
協
力
を
お
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ま
す

定
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し
た
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建
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階
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火
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築
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収
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取
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と
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築
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を
く
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築
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。
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十
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仁
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仁
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若
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と
も
に
去
る
八
月
二
十
五
日
当

市
に
お
よ
り
に
な
り
、
市
長
の

案
内
で
火
災
地
域
を
御
覧
に
な

り
、
午
後
二
時
三
十
分
水
族
館

に
お
い
で
に
な
っ
た
。
舘
内
の

屋
上
で
お
休
み
の
の
ち
水
槽
を

御
見
学
に
な
っ
た
。
二
親
王
は

「
ど
ん
な
魚
で
す
か
」
な
ど
と

お
た
ず
ね
に
な
り
興
味
深
そ
う

に
御
覧
に
な
っ
た
。

(第122号〉
ざ院間た 議換カのしし画に災てーす た務ーた事移道調富れ理福 魚 の 市十昨 す をる魚
ま、、の会地を根またを復復も 方。 の所月の 務転路査 山る 事と津未街五年。述に津
の学農でに原注本しの決輿興、政 でがーでをな築設県と業な市曽地万九 ベ当市
諸校地あ諮 案ぎ でてで 定三に魚府 ぁ設目 、委 ど造 計に と を すで有が 有月 さり大
問敷、り問を、あは、さケ対津ド 置に昨託主 、、対も 実ベはの 灰余十 せま火
題地神まし土ーる、当れ年し市お りさ当年さ要 建幹 し に施 く、大じ坪日 て しの
に等 、抱月 換土事ま計既火 い まれ 事 十れな物線、、さ、け 災 んに
直の空て現区二地地務 土つ害にのーた、週
面 各百か在画十設区所/~在h も旦告全 品仁rtl1 地然を きぼ 夜 長 一年

〉ド占童否定喜三復興の熟意に紋服 属高警kstZ書道
..Lま 寺 のつ 審に全理た v 整を たこ心て ま 懐え

も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
住
宅

対
策
と
し
て
は
大
火
に
よ
る
災

写真上は見違えるように整

地されつつある公園墓地、

下は建築中の市営住宅

自

衛

隊

演

奏

会

大

町

小

学

校

で

自
衛
隊
第
三
管
区
音
楽
隊
で
は
九
月
七
日
午
後
二

時
か
ら
二
時
半
ま
で
市
中
行
進
、、二
時
半
か
ら
四

時
ま
で
大
町
小
学
校
で
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
が

聞
か
れ
ま
す
。
多
数
御
参
観
下
さ
い
。

の
碓
認
を
受
け
て
建
築
し
た
も

ま
た
昭
和
三
十
二
年
度
分
と

一
の
二
四

O
戸
で
あ
り
、
そ
の
内

一

し
て
一
八
五
戸
は
現
在
設
計
計

一住
宅
金
融
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